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新 点 数 検 討 会
医 科

　三　次：4月10日（金）19:00～21:30
　　　　　三次グランドホテル
　広　島：4月12日（日）13:00～15:30
　　　　　広島ガーデンパレス
　呉　　：4月16日（木）19:00～21:30
　　　　　呉阪急ホテル
　福　山：4月19日（日）13:00～15:30
　　　　　福山ニューキャッスルホテル
歯 科

　広　島：4月17日（金）19:00～21:00
　　　　　TKPガーデンシティ広島駅前大橋
　福　山：4月18日（土）19:00～21:00
　　　　　福山ニューキャッスルホテル
新点数検討会の詳細は、後日お知らせします。

医
療
機
関
と
連
携
を
行
っ
た

場
合
の
加
算
の
新
設
な
ど
で

す
。歯
科
で
は
、①
小
児
口
腔

機
能
管
理
料
・
口
腔
機
能
管

理
料
の
対
象
患
者
の
拡
大
、

②
歯
周
病
安
定
期
治
療
と
歯

周
病
重
症
化
予
防
治
療
の
整

理
・
統
合
な
ど
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、歯
科
用
貴
金
属
の

「
逆
ザ
ヤ
」解
消
に
向
け
た
改

定
内
容
は
盛
り
込
ま
れ
て
お

ら
ず
、引
き
続
き
訴
え
て
い

き
ま
す
。

〇
介
護
報
酬
改
定

　

1
月
16
日
、社
会
保
障
審

議
会
・
介
護
給
付
費
分
科
会

に
て
諮
問
、答
申
が
行
わ
れ
、

全
体
で
2
・
03
％
の
改
定
率

を
示
し
ま
し
た
。改
定
内
容

は
、介
護
職
員
処
遇
改
善
加

算
の
引
き
上
げ
、ケ
ア
プ
ラ

ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
ま

た
は
生
産
性
向
上
推
進
体
制

加
算
を
取
得
し
た
場
合
の

加
算
新
設
な
ど
で
す
。24
年

改
定
で
訪
問
介
護
費
本
体
の

引
き
下
げ
で
事
業
所
倒
産
の

原
因
と
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

＋
0
・
25
％
で
す
が
、「
長
期

処
方
・
リ
フ
ィ
ル
処
方
の
取

組
強
化
等
に
よ
る
効
率
化
」

な
ど
▲
0
・
15
％
を
合
計
す

る
と
＋
0
・
1
％
で
あ
り
、医

療
の
改
善
は
望
み
よ
う
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

中
医
協
総
会
で
は
、1
月

中
に
個
別
改
定
項
目（
そ
の

1
～
3
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。

医
科
で
は
、生
活
習
慣
病
管

理
料
に
つ
い
て
変
更
が
あ
り

ま
す
。①
療
養
計
画
書
に
患

者
の
署
名
が
不
要（
Ⅰ
、Ⅱ
共

通
）。②
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質

治
療
管
理
料
な
ど
22
の
医
学

管
理
料
が（
Ⅱ
）と
併
算
定
可

能
。③
糖
尿
病
が
主
病
の
場

合
、合
併
症
の
予
防
や
歯
周

病
の
予
防
等
で
眼
科
や
歯
科

地
域
医
療
を
守
る
に
は

ほ
ど
遠
い
改
定
率

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」の
対
象

職
種
に
24
年
改
定
時
に
基
本

診
療
料
の
引
上
げ
で
対
応
し

た
40
歳
未
満
の
勤
務
医
、事

務
職
員
等
の
職
種
が
追
加
。

「
物
価
対
応
分
」で
は
、初
・
再

診
料
や
入
院
基
本
料
の
引
き

上
げ
に
加
え
、「
物
価
対
応

料
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。「
入

院
時
の
食
事
・
光
熱
水
費
分
」

は
、患
者
負
担
増
と
し
た
う

え
で
、低
所
得
者
の
負
担
増

は
緩
和
す
る
な
ど
で
す
。療

養
環
境
の
保
障
に
向
け
て
保

険
給
付
分
を
抜
本
的
に
引
き

上
げ
る
べ
き
で
す
。ま
た
使

途
を
限
定
し
な
い
改
定
分
は

　

昨
年
12
月
24
日
、2
0
2
6

年
度
診
療
報
酬
改
定
・
介
護

報
酬
改
定
の
改
定
率
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。本
体
部
分
は

＋
3
・
09
％
、薬
価
・
材
料
価

格
の
改
定
分（
▲
0
・
87
％
）

を
含
め
る
と
＋
2
・
22
％
で

す
。内
訳
は
別
掲
の
通
り
で

す
。病
院
・
診
療
所
の
経
営
悪

化
が
浮
き
彫
り
と
な
る
な

か
、改
定
率
は
わ
ず
か
3
％

ほ
ど
で
す
。地
域
医
療
を
守

る
た
め
、こ
れ
ま
で
協
会
、保

団
連
が
求
め
て
き
た
診
療
報

酬
10
％
引
き
上
げ
と
は
ほ
ど

遠
い
も
の
で
す
。

　
「
賃
上
げ
分
」で
は
、「
ベ
ー

ず
、訪
問
介
護
費
本
体
の
引

き
上
げ
は
実
施
さ
れ
ず
、ま

た
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
引

き
上
げ
も
実
施
さ
れ
な
い
こ

と
は
問
題
で
す
。

〇
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
へ
の

支
援
は
す
べ
て
の
医
療
機
関

を
対
象
に

　

25
年
度
補
正
予
算
で
は
、

「
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に
対
す

る
支
援
」と
し
て
医
療
機
関

へ
の
財
政
措
置
が
示
さ
れ
ま

し
た
。し
か
し
、対
象
医
療
機

関
が
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

届
出
医
療
機
関
の
み
で
は
、

遍
く
行
き
渡
る
支
援
策
に
は

な
り
得
ま
せ
ん
。
協
会
は
、

「
す
べ
て
の
医
療
機
関
へ
の

財
政
措
置
の
実
施
、拡
充
を

求
め
る
要
請
書
」を
昨
年
12

月
25
日
に
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、厚
労
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

【
要
請
項
目
】

一
、「『
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に

対
す
る
支
援
』は
、ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
届
出
医
療
機

関
等
に
限
定
せ
ず
、す
べ
て

の
医
療
機
関
を
対
象
に
し
て

く
だ
さ
い
。支
給
に
あ
た
っ

て
は
、簡
易
な
手
続
き
と
し

て
、迅
速
に
支
給
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

一
、「『
賃
上
げ
・
物
価
上
昇
に

対
す
る
支
援
』に
と
ど
ま
ら

ず
、す
べ
て
の
医
療
機
関
を

対
象
と
し
た
、物
価
・
人
件
費

の
高
騰
に
対
応
で
き
る
十
分

な
財
政
措
置
を

一�、高額療養費制度の患者負担引き上げを見直
すこと
一、薬の保険外しを止めること
一�、医療費への国庫負担を増やし、診療報酬改定
率（3.09％）は、プラス10％への再検討を行うこ
と
一�、診療報酬の基本診療料のさらなる引き上げ
を行うこと
一�、医療機関の経費負担と莫大な国庫支出を鑑
み、強引な医療ＤＸ推進を見直すこと
一�、地域医療構想による病床削減計画を中止し、
余力ある医療を念頭に、持続可能な地域医療
提供体制の構築に向けた計画にあらためるこ
と
一�、マイナンバー政策は一旦立ち止まり、企業の
利活用を停止するなど、個人情報漏洩防止策
を講じたうえで、被保険者資格確認とは分離
した方法を再検討すること

一�、政治資金規正法の見直しなど、政治資金の透
明化、企業献金規制を行い、裏金問題の再発防
止に取り組むこと
一�、社会保険料の自己負担軽減に制度を悪用し
た事案を検証、公表するとともに、国庫負担増
などにより社会保険料の国民負担軽減を実現
すること
一�、統計や公文書の改ざんを検証し、行政の信頼
性を取り戻すよう努めること
一�、国会審議等には誠実、且つ真摯な態度で臨
み、国民への説明責任を果たすこと
一�、歴史修正主義や差別、排外主義を明確に否定
し、既存の多文化社会の要請に応える施策、法
整備に尽くすこと
一�、安保法制の見直しを行うとともに、非核三原
則と憲法9条を堅持し、核兵器禁止条約への参
加など、唯一の被爆国として世界平和への役
割を果たすこと

1月20日、協会は高市・自民日本維新
連立政権による衆議院解散・総選挙
に関して声明を発表。政党、候補者
に「国民の命と暮らし、日本の未来
に責任を果たす」覚悟で、右記の「医
療現場から求める事項」を履行する
よう求めるとともに、選択の基準を
示しました。

国民の命と暮らしと、日本の
未来に責任を果たす政治を
衆議院選挙に関する声明を発表

診療報酬改定率について
改定率 ＋3.09％※　
①　下記②～⑥を除く改定率 ＋0.25％
　　各科別　医科 ＋0.28％
　　　　　　歯科 ＋0.31％
　　　　　　調剤 ＋0.08％
②　賃上げ分 ＋1.70％※
③　物価対応分 ＋0.76％※
④　入院時の食事・光熱水費分＋0.09％
⑤　経営悪化の緊急対応分 ＋0.44％
⑥　�後発医薬品への置換えの進展を踏まえた処方や調

剤に係る評価の適正化、在宅医療関係の適正化、長
期処方・リフィル処方の取組強化等による効率化 
▲0.15％

薬価・材料価格 ▲0.87％
※2026・2027年度の2年度平均

2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬
改
定
・
介
護
報
酬
改
定
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健康保険証の復活を！
地域医療を守り、誰もが安心
して受診できるように！

広島市内で街頭宣伝
　協会は、昨年12月20日に健康保険証の復活を求める
署名活動とともに、医療機関の厳しい経営状況やＯＴＣ類似薬の保険外し、

高額療養費制度の見直しなどの問題に
ついて街頭で訴えました。「様々な情報
がマイナンバーカードと紐づけされ、
個人情報が保護されるか不安」「紙の健
康保険証のままでよかった」など健康
保険証の復活への賛同や取り組みに対
する応援の声も寄せられました。

講師の御江先生

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
、平
和
を
守

い
の
ち
と
暮
ら
し
、平
和
を
守

る
政
治
へ

る
政
治
へ

－－

衆
院
選
で
審
判
を

衆
院
選
で
審
判
を

保
団
連
第

保
団
連
第
5252
回
定
期
大
会
開
催

回
定
期
大
会
開
催

実
な
医
療
現
場
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。会
員
署

名
の
協
力
が
50
％
を
超
え
た

協
会
か
ら
は
、医
療
機
関
の

窮
状
を
訴
え
る
と
と
も
に
地

域
医
療
を
守
る
団
体
の
役
割

と
重
要
性
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、軍
事
拡
大
を
推
し

進
め
る
一
方
で
社
会
保
障
が

軽
視
さ
れ
、診
療
報
酬
が
上

が
ら
な
い
状
況
を
憂
い「
軍

事
費
よ
り
社
会
保
障
の
拡
充

を
」
と
訴
え
る
意
見
な
ど
、

1
6
2
の
発
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

活
動
方
針
案
、予
算
案
等

は
承
認
さ
れ
、竹
田
智
雄
先

生
の
再
任
を
全
会
一
致
で
決

定
し
ま
し
た
。ま
た
副
会
長

の
定
数
増
に
つ
い
て
の
動
議

が
出
さ
れ
副
会
長
を
10
名
と

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。大
会
決
議
は
提
案
の
通

り
採
択
さ
れ
、「
来
る
総
選
挙

で
は
審
判
を
く
だ
そ
う
」と

の
挨
拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外

し
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

や
、拙
速
な
マ
イ
ナ
保
険
証

へ
の
移
行
へ
の
批
判
や
医
療

機
関
の
負
担
軽
減
復
活
を
求

め
る
意
見
な
ど
、活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。歯
科

で
は
歯
科
医
療
費
の
総
枠

拡
大
、歯
科
技
工
問
題
の
解

決
、歯
科
用
貴
金
属
の「
逆
ザ

ヤ
」解
消
な
ど
に
つ
い
て
、切

　

1
月
24
・
25
日
、保
団
連
第

52
回
定
期
大
会
が
東
京
・
都

市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場

に
、リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
て

開
催
さ
れ
、保
団
連
理
事
と

大
会
代
表
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

政
府
の
社
会
保
障
費
削
減

や
物
価
高
騰
、賃
金
上
昇
の

影
響
に
よ
る
医
療
機
関
の
厳

し
い
経
営
状
況
を
踏
ま
え
た

活
動
方
針
案
が
提
案
さ
れ
、

　

協
会
は
1
月
14
日（
水
）、

「
保
険
審
査
の
現
状
と
対
策

～
保
険
請
求
ア
レ
コ
レ
～
」

を
テ
ー
マ
に
医
科
審
査
対
策

研
修
会
を
開
催
。御
江
慎
一

郎
先
生（
山
口
県
保
険
医
協

会
理
事
・
研
究
部
長
、全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
社
保
・
審

査
対
策
部
員
）を
講
師
に
招

き
、保
険
審
査
の
概
要
や
実

施
状
況
、保
険
審
査
の
着
眼

点
な
ど
の
解
説
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
、レ
セ
プ
ト
審
査
の

う
ち
Ａ
Ｉ
で
完
結
す
る
も
の

は
約
9
割
、残
り
の
1
割
が

原
審
査（
審
査
員
の
目
視
）に

よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。Ａ
Ｉ
審
査
の
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、算
定
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
審
査
を
通
過

し
て
し
ま
う
た
め
、頻
回
・
傾

向
的
に
算
定
し
て
い
る
も
の

が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ず
、保
険

者
か
ら
の
再
審
査
請
求
が
増

え
て
い
る
、と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

査
定
事
例
の
検
討
で
は
、

医
療
機
関
で
の
算
定
の
多
い

医
学
管
理
や
投
薬
な
ど
14
事

例
を
紹
介
。審
査
支
払
機
関

は「
審
査
録
」を
作
成
し
、「
療

養
担
当
規
則
に
則
っ
て
い
な

い
、誤
算
定
が
多
い
」な
ど
医

療
機
関
ご
と
の
保
険
請
求
の

傾
向
を
把
握
し
て
い
る
た

め
、無
用
な
返
戻
・
減
点
を
避

け
る
に
は
、レ
セ
プ
ト
記
載

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、算
定

要
件
の
確
認
、必
要
に
応
じ

た
症
状
詳
記
、わ
か
ら
な
い

こ
と
を
放
置
し
な
い
こ
と
が

重
要
と
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
オ
ン
ラ
イ
ン
・
会

場
参
加
を
あ
わ
せ
て
80
名
が

聴
講
。「
今
後
の
保
険
請
求
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」「
査
定

の
具
体
的
事
例
が
豊
富
で
参

考
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

質
疑
応
答
の
際
に
出
さ

れ
た「
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅰ
）又
は（
Ⅱ
）と
特
定
疾
患

処
方
管
理
加
算
の
併
算
定
」

に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
、

併
算
定
は
不
可
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
本
紙
4
面「
医

科
点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
」を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

保険審査の仕組み、保険審査の仕組み、
近年の傾向を学ぶ近年の傾向を学ぶ
医科審査対策研修会を開催　医科審査対策研修会を開催　

　

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た
審

査
で
、コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
適
合
性
審

査
に
合
格
し
た
い
電
力
会
社
は
、デ
ー

タ
不
正
と
い
う
甚
大
な
リ
ス
ク
を
冒
し

た
。外
部
か
ら
の
通
報
で
不
正
を
把
握

し
た
規
制
委
員
会
は
、デ
ー
タ
捏
造
は

中
部
電
力
が
起
こ
し
た
も
の
で
、他
の

事
業
者
に
は
注
意
喚
起
に
と
ど
め
る

と
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。電
力
会
社
の

デ
ー
タ
不
正
が
原
発
事
業
全
体
へ
の
不

信
感
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
自
覚
に

乏
し
い
。Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）問
題
で
は
、内
閣
府
の
食
品
安
全
委

員
会
の「
検
証
影
響
評
価
書
」で
、摂
取

許
容
量
を
提
示
す
る
際
の
参
考
文
献

の
大
半
を
途
中
で
変
更
し
、恣
意
的
な

取
捨
選
択
が
指
摘
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
る
。遡
れ
ば
、2
0
1
8
年
、厚
生

労
働
省「
毎
月
勤
労
統
計
」（
毎
月
の
労

働
者
数
、賃
金
、労
働
時
間
等
を
調
べ
る

「
基
幹
統
計
」）で
不
正
が
発
覚
。労
災
給

付
に
過
少
給
付
が
生
じ
、国
会
審
議
で

は
首
相
官
邸
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
も

把
握
さ
れ
た
。

　

中
医
協
の
改
定
論
議
で
は
、財
務
省

が「
機
動
的
調
査
」や「
医
療
法
人
経
営

情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ｃ

Ｄ
Ｂ
）」を
用
い
て
、病
院
や
勤
務
医
、Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
に
比
べ
て
開
業
医
は
高

収
入
だ
と
繰
り
返
し
た
。背
景
を
無
視

し
て
平
均
値
で
評
価
す
る
な
ど
、診
療

報
酬
を
抑
制
し
た
い
が
た
め
の
根
拠
に

統
計
を
利
用
し
た
。

　

統
計
局
は「
統
計
は
、『
社
会
の
情
報

基
盤
』と
し
て
、今
日
の
行
政
運
営
や
企

業
の
意
思
決
定
な
ど
に
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、統
計
な
く
し

て
国
家
な
ど
の
運
営
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
」と
あ
る
。継
続
的
に
記
録
す
る
統
計

は
社
会
の
変
化
を
捉
え
る
も
の
で
も
あ

り
、信
頼
性
を
損
な
う
と
そ
の
回
復
に

は
か
な
り
の
努
力
を
要
す
る
と
も
述
べ

て
い
る
。統
計
の
ご
ま
か
し
や
恣
意
的

な
利
用
が
行
政
か
ら
民
間
企
業
へ
と
拡

大
し
、統
計
自
体
の
信
頼
性
が
損
な
わ

れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。公

務
員
の
削
減
が
進
む
な
か
で
統
計
と

い
う
地
味
な
作
業
が
軽
視
さ
れ
、民
間

任
せ
の
調
査
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
は

国
家
の
損
失
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。

　

統
計
法
第
一
条
に
は「
公
的
統
計
の

体
系
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
及
び
そ
の

有
用
性
の
確
保
を
図
り
、も
っ
て
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
及
び
国
民
生
活

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
」と
あ
る
。医
療
機
関
が
地
域
医
療
を

維
持
・
継
続
す
る
た
め
の
原
資
と
な
る

診
療
報
酬
は
、国
民
の
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。デ
ー
タ
や
統
計

の
不
正
に
厳
格
な
態
度
で
臨
み
、統
計

行
政
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
と
と
も

に
、行
政
が
そ
の
存
在
意
義
を
見
失
う

こ
と
な
く
、目
的
に
即
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
切
に
求
め
る
。

主　張

統
計
や
デ
ー
タ
の
不
正
、恣
意
的
利
用

を
許
さ
な
い
～
国
民
生
活
の
向
上
に

寄
与
す
る
統
計
利
用
を
～

本号の主な内容
2面

3面

6面

4面

5面

主張「統計やデータの不正、恣意的利用を許さない～国民生
活の向上に寄与する統計利用を～」／医科審査対策研修会
「保険審査の現状と対策～保険請求アレコレ～」／保団連
第52回定期大会
会員訪問／広島市のこども医療費補助制度の拡充を求め、
広島市議会・広島市要請書提出、記者発表
医科・歯科ＱＡ／支払基金における審査の一般的な取り組み
（医科）
医科歯科合同研究会「妊娠期からはじめる親子予防歯科の
すすめ」（大要②）
雇用問題等ＱＡ
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会員訪問◯158会員訪問◯158会員訪問◯158会員訪問◯158
岩本　恵子　先生岩本　恵子　先生岩本　恵子　先生岩本　恵子　先生

岩本内科医院
（広島市）
岩本内科医院
（広島市）

　

2
0
2
5
年
12
月
5
日
の

広
島
市
議
会
本
会
議
で
、こ

ど
も
医
療
費
補
助
制
度
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
松
井
市
長

は
、「〝
こ
ど
も
や
若
者
に
優

し
い
ま
ち
ひ
ろ
し
ま
〟へ
の

転
換
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、そ

の
な
か
で
、こ
ど
も
医
療
費

補
助
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
」と

答
弁
。こ
れ
を
受
け
、広
島
県

保
険
医
協
会
も
参
加
す
る

「
子
ど
も
と
重
度
障
害
者
の

医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る

連
絡
会
」は
、連
絡
会
が
求
め

る
拡
充
の
内
容
を
ま
と
め
、

広
島
市
・
広
島
市
議
会
へ
の

要
請
と
記
者
会
見
を
行
い
ま

し
た
。

○
●
○
●
○
●
○
●
○
●
○
●

【
要
請
内
容
】

①
対
象
年
齢
を
通
院
・
入
院

と
も
に
18
歳
ま
で
と
し
て
く

だ
さ
い
。

②
窓
口
負
担
を
無
料
に
し
て

く
だ
さ
い
。

③
所
得
制
限
・
所
得
基
準
を

な
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　

12
月
22
日
、広
島
市
と
面

談
を
行
っ
た
参
加
者
は
、拡

充
内
容
や
時
期
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
が
、対
応
し
た

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年

金
課
福
祉
医
療
担
当
・
倉
本

課
長
か
ら
具
体
的
な
説
明

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ま

た
、広
島
市
議
会
で
は
八
條

範
彦
議
長
に
直
接
、文
書
を

手
渡
し
早
期
の
実
現
を
求
め

ま
し
た
。25
日
に
は
広
島
市

役
所
で
記
者
会
見
を
行
い
、

保
護
者
ら
5
名
が
参
加
。報

道
機
関
か
ら
の
質
問
に
答
え

て
、「
子
ど
も
が
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
で
月
に
複
数
受
診
す

る
た
め
、医
療
費
負
担
が
大

き
く
な
る
。必
要
な
医
療
を

受
け
る
た
め
の
受
診
な
の
で

窓
口
負
担
を
な
く
し
て
ほ
し

い
」「
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
広
島
市
に
し
て
ほ
し
い
」

等
、制
度
拡
充
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。意
見
表
明
や

記
者
会
見
の
内
容
は
、中
国

新
聞
や
Ｔ
Ｓ
Ｓ
、広
島
テ
レ

ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、1
月

27
日
の
中
国
新
聞
で
は
、所

得
制
限
の
撤
廃
、対
象
年
齢

を
18
歳
ま
で
と
す
る
方
針
を

固
め
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま

し
た
。連
絡
会
を
は
じ
め
、市

民
の
粘
り
強
い
要
求
は
、制

度
の
前
進
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。し
か
し
、拡
充
方
針
に
は

窓
口
負
担
の
無
料
化
は
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、負
担
額
を
区

分
す
る「
所
得
基
準
」を
残
す

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

長
引
く
物
価
高
騰
が
子
育

て
世
帯
に
与
え
る
影
響
は
大

き
く
、多
く
の
保
護
者
が
窓

口
負
担
の
無
料
化
を
願
っ
て

い
ま
す
。〝
こ
ど
も
や
若
者
に

優
し
い
ま
ち
ひ
ろ
し
ま
〟を

目
指
す
広
島
市
に
は
、保
護

者
の
経
済
状
況
で
窓
口
負
担

に
差
を
つ
け
る
現
行
制
度

を
見
直
し
、す
べ
て
の
子
育

て
世
帯
が
安
心
し
て
医
療
に

か
か
れ
る
制
度
と
す
る
よ
う

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

業
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
在
宅
医
療
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

開
業
前
年
に
老
人
保
健
法

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、高
齢

者
の
医
療
や
介
護
な
ど
の
対

策
が
社
会
課
題
と
し
て
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

診
療
報
酬
改
定
で
徐
々
に
在

宅
医
療
の
点
数
が
整
備
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。

 

そ
う
し
た
中
で
、「
色
々
病

気
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

家
で
家
族
と
共
に
最
後
ま
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
た
い
」

と
願
う
方
々
を
医
療
・
看
護
・

介
護
及
び
福
祉
の
面
で
サ

ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、有
志
が

集
ま
り
1
9
9
7
年
に「
地

域
医
療
研
究
会
」を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。翌
98
年
3
月
に

17
名
の
医
師
が
理
事
と
な

り
、医
療
法
人
広
島
南
診
療

所
を
設
立
し
ま
し
た
。同
年

6
月
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設
、さ
ら
に
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た

2
0
0
0
年
に
は
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
と
訪
問
介
護
事

業
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

開
設
か
ら
数
年
が
経
ち
、

他
の
介
護
事
業
所
も
増
え
て

き
て
、ま
た
、法
人
で
あ
れ
ば

―
医
師
を
志
し
た
理
由
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

叔
母
が
ハ
ン
セ
ン
病
の
国

立
療
養
所
で
あ
る
大
島
清
松

園（
香
川
県
）で
皮
膚
科
医
長

を
務
め
て
い
ま
し
た
。当
時
、

高
校
生
だ
っ
た
私
は「
叔
母

の
話
を
聞
い
て
み
た
い
」と

願
い
、夏
休
み
に
叔
母
と
会

う
機
会
を
設
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。そ
こ
で
医
師
と
し
て

の
仕
事
や
人
生
観
な
ど
の
話

を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に「
将
来
医
師
に
な
り
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

―
診
療
所
の
開
業
は
い
つ
で

す
か
。

　

1
9
7
2
年
3
月
に
医
学

部
を
卒
業
し
ま
し
た
。医
学

部
付
属
病
院
で
の
研
修
、病

院
勤
務
を
経
て
1
9
8
4
年

4
月
に
広
島
市
南
区
宇
品
に

て
岩
本
内
科
医
院
を
開
業
し

ま
し
た
。4
月
で
開
業
42
年

目
を
迎
え
ま
す
。宇
品
地
区

は
大
き
な
会
社
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、利
便
さ
が
あ
り
、最
近

は
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
が
い

く
つ
も
で
き
て
い
る
の
で
、

人
口
は
増
加
し
て
い
る
街
だ

と
思
い
ま
す
。私
の
開
業
後

も
多
く
の
先
生
が
宇
品
で
開

医
療
法
人
で
な
く
て
も
よ
く

な
り
、医
療
機
関
と
の
連
携

と
同
時
に
他
の
事
業
所
と
の

連
携
も
で
き
在
宅
医
療
が
よ

り
や
り
や
す
く
充
実
し
て
き

ま
し
た
。一
方
で
、組
織
が
大

き
く
な
る
こ
と
で
管
理（
訪

問
看
護
の
24
時
間
対
応
や
夜

勤
体
制
な
ど
）が
困
難
に
な

る
課
題
も
あ
り
、2
0
2
1

年
に
医
療
法
人
広
島
南
診
療

所
を
発
展
的
に
解
散
し
ま
し

た
。現
在
は
3
つ
の
事
業
所

に
分
割
さ
れ
事
業
が
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

―
大
き
な
事
業
に
取
り
組
ま

れ
、大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

私
は「
医
療
は
ど
こ
に
い

て
も
ち
ゃ
ん
と
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
考
え
て
い
ま
す
。家
で

も
施
設
で
も
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
大
切
で
す
。在
宅
医
療

を
連
携
し
て
支
え
て
い
く
土

台
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

以
前
は
学
生
の
頃
か
ら
続

け
て
い
た
テ
ニ
ス
を
し
た

り
、家
族
で
旅
行
に
行
っ
た

り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。今
は
花
を
た
く
さ
ん
育

て
て
い
ま
す
。診
療
所
や
駐

車
場
に
花
壇
を
つ
く
っ
て
患

者
さ
ん
に
み
て
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
・
窓
口
負
担
無
料
・

　
　
所
得
制
限
廃
止
の
実
現
を
求
め
て
記
者
会
見

広
島
市
の
こ
ど
も
医
療
費
補
助
制
度
が
前
進

「知っトクパンフ」2025年版
社
会
保
障
の
負
担
増
が
続
く
中
で
困
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
す
。待
合
室
に
置
い
て
い
た
だ
く
な
ど

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
無
料
・
Ａ
5
版
）

※
ご
注
文
は
協
会
ま
で
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日常診療・請求のご相談は
広島県保険医協会まで
会員医師・歯科医師限定（会員医療機関スタッフ含む）
お電話・ＦＡＸでも受け付けています。
TEL 082-262-5424　FAX 082-262-5427

質問フォーム

https://x.gd/NZ9rr

　支払基金ホームページに掲載されている審査の一般的な取扱いを
抜粋して紹介します（第30回、第31回から抜粋）。全文は支払基金ホー
ムページから閲覧可能です。ご確認ください。

　【検査】　
1．�Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）定性（急性心筋梗塞等）の算定について
《2025年11月28日》
　�①次の傷病名に対するＤ015「1」Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）定性の算定
は、原則として認められる。
　⑴急性心筋梗塞⑵不安定狭心症（初診時）
　�②次の傷病名に対するＤ015「1」Ｃ反応性蛋白（ＣＲＰ）定性の算定
は、原則として認められない。
　�⑴高脂血症（再診時）⑵脂質異常症（再診時）⑶高血圧症（再診時）⑷
糖尿病（再診時）⑸陳旧性心筋梗塞⑹動脈硬化症関連疾患（再診時）
⑺狭心症（再診時）

2．�外来における消化管内視鏡検査等に伴う鎮静後のフルマゼニル注
射液の算定について《2025年11月28日》

　�外来における消化管内視鏡検査等に伴うベンゾジアゼピン系薬剤
による鎮静後のフルマゼニル注射液（アネキセート注射液等）の算
定については、原則として認められる。

3．�胃・十二指腸ファイバースコピー（胆のう疾患）の算定について
《2025年11月28日》
　�胆のう疾患に対する、超音波内視鏡検査加算や胆管・膵管造影法加
算等の加算がない単なるＤ308胃・十二指腸ファイバースコピーの
算定は、原則として認められない。

　【投薬】　
4．�ビタミンＢ12製剤【内服薬・注射薬】（糖尿病等）の算定について
《2025年11月28日》
　�次の傷病名に対するビタミンＢ12製剤【内服薬・注射薬】の算定は、
原則として認められない。
　⑴糖尿病⑵腰痛症⑶筋肉痛

5．�成人の気管支喘息に対するプロカテロール塩酸塩水和物エアゾー
ル（メプチンエアー10μg吸入100回）の投与量について《2025年11
月28日》

　�成人の気管支喘息に対するプロカテロール塩酸塩水和物エアゾー
ル（メプチンエアー10μg吸入100回）の1月に3キットまでの投与
は、原則として認められる。

6．�肋骨骨折疑い、肋軟骨炎疑いに対する外用薬の算定について《2025
年12月26日》

　�肋骨骨折疑い、肋軟骨炎疑い病名のみに対する外用薬の算定は、原
則として認められない。

　【注射】　
7．�出血のない胃炎等に対するＨ2ブロッカー【注射薬】の算定につい

て《2025年11月28日》
　�①次の傷病名に対するＨ2ブロッカー【注射薬】（ガスター注等）の
算定は、原則として認められない。

　�⑴出血のない胃炎⑵急性胃腸炎⑶慢性胃腸炎⑷逆流性食道炎⑸摂
食障害⑹閉塞性黄疸⑺出血のない潰瘍⑻急性腹症

　�②次の傷病名に対する侵襲ストレス時のＨ2ブロッカー【注射薬】
（ガスター注等）の算定は、原則として認められる。
　⑴頭部外傷⑵熱傷

8．�ビタミン剤（ビタミンＢ12製剤を除く。）【注射薬】（急性腸炎等）の
算定について《2025年11月28日》

　�次の傷病名等に対するビタミン剤（ビタミンＢ12製剤を除く。）【注
射薬】の算定は、原則として認められない。

　�⑴急性腸炎、急性胃腸障害、胃腸炎、感染性胃腸炎⑵感冒、上気道炎
⑶脱水症⑷嘔吐症、下痢症⑸インフルエンザ⑹眼精疲労⑺網膜色
素変性⑻人工透析患者

　【処置】
9．�関節捻挫等に対する「テーピング固定」のコメントがある場合の創

傷処置の算定について《2025年11月28日》
　�関節捻挫等に対する「テーピング固定」のコメ
ントや詳記があるＪ000創傷処置「1」100平方セ
ンチメートル未満の算定は、原則として認めら
れる。

社保情報  支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）

支払基金ＱＲコード

https://tinyurl.com/27kwmetx

（在宅医療）
Q1 通院困難な在宅療養患者であって、口腔疾患と摂食機能障害を有
するものに対して、歯周基本治療または摂食機能障害の指導管理が
必要な場合、介護保険の給付を受けている場合でも在宅患者訪問口
腔リハビリテーション指導管理料（訪問口腔リハ）を算定できるか。

A1 訪問口腔リハで行われる指導管理の範囲は、療養上必要な計画的
かつ継続的な歯科医学的管理に加え、歯周基本治療に対する処置ま
たは摂食機能障害に対する訓練指導等を含むため、歯科医師が行う
介護報酬の居宅療養管理指導費または介護予防居宅療養管理指導費
が算定可能な患者についても、訪問口腔リハを算定できます（歯科医
師が行う居宅療養管理指導費または介護予防居宅療養管理指導費を
算定していない月に限る）。

※歯科点数表の解釈（2024年6月版、社会保険研究所、以下、青本）p226 
疑義解釈2016.6.14「歯科」問15

（医学管理等）
Q1 生活習慣病管理料（Ⅰ）又は（Ⅱ）を算定している患者で、慢性胃炎
の病名もあり、当該病名に対して投薬を行っている。当該管理料と別
日であれば、同月に特定疾患処方管理加算を算定することは可能か。

A1 算定できません。以下の疑義解釈を参照ください。
　問3� 生活習慣病管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ）を算定した月において、当該算定日とは別日

に、当該保険医療機関において、同一患者に対して特定疾患処方管理加算を
算定することは可能か。

　（答）�特定疾患処方管理加算は、特定疾患療養管理料における特定疾患と同じ特
定疾患を対象に処方した際に算定できるが、特定疾患療養管理料と生活習慣
病管理料は併算定できないことから、生活習慣病管理料を算定した月におい
ては、特定疾患処方管理加算は算定できない。（2024年8月29日「疑義解釈資料
の送付について（その11）」）

歯科点数等 Q＆A 医科点数等 Q＆A

酸素の購入価格に関する届出書
2月16日（月）までに届出を！

　2026年4月1日以降、診療に係る酸素費用の請求を行う
場合、2月16日まで（郵送、窓口提出の場合）に中国四国厚
生局に届け出る必要があります。届出用紙はＱＲコード
（中国四国厚生局ＨＰ）からダウンロードできます。届出
用紙をご希望の先生には、協会からもお送りできます。

一般社団法人日本臨床栄養協会作成
栄養指導せん発行ＷＥＢツールの紹介

　一般社団法人日本臨床栄養協会から、栄養指導せん発行のWEBツール
システムを開発したとの案内がありました。以下に概要を掲載しますの
で、活用をお考えの先生方はQRコードから詳細をご確認ください。

【概要】
・　一般社団法人日本臨床栄養協会の会員以外も利用可能
・　栄養指導せんWEBツールの利用は無料（10月31日まで）
・　「外来栄養食事指導料2（情報通信機器を用いた場合）」の点数が算定可能
・　別途、広島県栄養ケア・ステーションとの契約が必要

一般社団法人日本臨床栄養協会ホームページ
https://tinyurl.com/24q3xx7r

医科社保情報
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本
と
し
、幼
児
用
の
握
り
や

す
い
歯
ブ
ラ
シ
と
仕
上
げ
用

の
保
護
者
用
歯
ブ
ラ
シ
の
2

本
を
用
意
す
る
こ
と
、乳
児

期
に
は
保
護
者
が
赤
ち
ゃ
ん

を
安
定
さ
せ
て
唇
や
上
唇
小

帯
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
優
し
く
丁
寧
に
磨

く
具
体
的
な
方
法
も
教
え
て

い
る
。

禁
煙
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

　

妊
産
婦
の
喫
煙
は
、早
産

や
低
体
重
出
産
の
リ
ス
ク
を

高
め
、妊
娠
時
の
歯
周
炎
と

関
連
し
て
将
来
の
生
活
習
慣

病
リ
ス
ク
を
上
げ
る
だ
け
で

な
く
、胎
児
の
脳
へ
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
発
達
障
害
や
問
題

行
動
を
引
き
起
こ
し
育
児
困

難
や
虐
待
の
連
鎖
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
特
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。加
え

て
、両
親
が
喫
煙
者
で
あ
る

と
子
ど
も
が
喫
煙
を
悪
い
こ

と
と
認
識
せ
ず
成
人
後
に
喫

煙
者
に
な
る
確
率
が
大
幅
に

高
ま
る
う
え
、母
親
の
喫
煙

は
副
流
煙
に
よ
る
受
動
喫
煙

被
害
で
子
ど
も
へ
直
接
悪

影
響
を
及
ぼ
す
。当
院
で
は

妊
娠
を
契
機
に
自
発
的
に
禁

煙
し
た
妊
婦
の
再
喫
煙
防
止

支
援
を
主
軸
に
、妊
娠
中
か

ら
出
産
後
の
定
期
健
診
を
利

用
し
て
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー

し
、問
診
票
で
過
去
の
喫
煙

歴
を
必
ず
確
認
し
て
再
発
リ

ス
ク
の
あ
る
人
に
対
し
て
適

切
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

妊
娠
・
授
乳
期
に
お
け
る

禁
煙
支
援
は
再
喫
煙
防
止
を

要
で
あ
る
。お
や
つ
を
多
く

与
え
る
こ
と
が
子
ど
も
の
口

腔
保
健
に
好
ま
し
く
な
い
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

乳
幼
児
歯
科
健
診
で
お
さ
え

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト　

　

定
期
健
診
は
、生
後
0
～

1
歳
代
か
ら
当
院
で
3
か
月

ご
と
に
継
続
し
て
行
っ
て
お

り
、フ
ッ
素
塗
布
も
実
施
し

て
い
る
の
で
、早
期
か
ら
の

予
防
管
理
を
重
視
し
て
い

る
。間
食
指
導
で
は
、当
院
で

配
布
す
る「
以
心
塾
」パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、推
奨
さ

れ
る
お
や
つ
と
控
え
る
べ
き

お
や
つ
を
色
分
け
で
示
し
て

保
護
者
に
具
体
的
に
説
明
し

て
い
る（
図
1
）。お
や
つ
の

工
夫
に
つ
い
て
は
図
2
の
通

り
で
あ
る
。

　

歯
磨
き
指
導
で
は
、保
護

者
に
よ
る
仕
上
げ
磨
き
を
基

　
〝
マ
イ
ナ
ス
1
歳
〟か
ら
の

最
も
理
想
的
な
う
蝕
予
防

　

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
は

「
マ
イ
ナ
ス
1
歳
」、つ
ま
り

妊
娠
期
か
ら
の
介
入
が
理
想

的
で
あ
り
、妊
婦
の
口
腔
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
母
子
感

染
予
防
に
有
効
で
あ
る
。具

体
的
に
は
、生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
腔
内
に

は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
が
い

な
い
が
、多
く
は
母
親
の
唾

液
を
介
し
て
伝
播
す
る
。ス

プ
ー
ン
共
有
や
噛
み
与
え
と

い
っ
た
行
為
が
起
こ
り
や
す

い
1
歳
半
〜
3
歳
の
感
染
リ

ス
ク
期
間
に
注
意
喚
起
す
る

必
要
が
あ
る
。母
親
が
む
し

歯
だ
ら
け
で
活
動
性
の
高
い

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
を
保
持
し

て
い
る
場
合
、子
ど
も
へ
の

感
染
リ
ス
ク
は
高
く
、一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
限
り
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。そ

の
た
め
、妊
娠
前
後
、特
に
妊

娠
中
か
ら
口
腔
内
を
整
え
治

療
を
行
う
こ
と
が
非
常
に
効

果
的
で
あ
り
、妊
婦
に
積
極

的
に
そ
の
情
報
を
伝
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　

妊
産
婦
の
口
腔
内
状
態
が

乳
児
の
う
蝕
発
生
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、2
歳
児
健
診

の
疫
学
調
査
で
は
、母
親
の

ベ
ド
サ
イ
ド
で
の
歯
科
健
診

結
果
と
子
供
の
う
蝕
の
有
無

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、2
歳

で
む
し
歯
の
あ
る
子
ど
も
の

母
親
は
出
産
時
の
未
処
置
う

蝕
率
が
76
％
と
非
常
に
高

か
っ
た
た
め
、妊
婦
の
口
腔

内
健
康
が
子
供
の
乳
歯
う
蝕

に
強
く
影
響
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。

　

乳
幼
児
歯
科
健
診
で
は
、

祖
父
母
の
昼
間
の
世
話
や
同

居
、断
乳
・
卒
乳
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、授
乳
方
法
や
間
食
の
回

数
な
ど
家
庭
内
の
生
活
習
慣

が
子
ど
も
の
う
蝕
リ
ス
ク
に

な
る
場
合
、祖
父
母
を
含
め

た
家
族
へ
の
予
防
情
報
の
提

供
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必

含
め
て
重
要
で
あ
り
、加
熱

式
タ
バ
コ
を
含
む
全
て
の
喫

煙
行
為
が
胎
児
や
乳
児
に
直

接
的
悪
影
響
を
与
え
る
た

め
、継
続
的
な
支
援
と
啓
発

が
必
要
で
あ
る
。喫
煙
の
妊

婦
に
対
す
る
影
響
は
図
3

の
通
り
で
あ
る
。妊
婦
が
喫

煙
し
て
い
る
場
合
、パ
ー
ト

ナ
ー
も
喫
煙
者
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、周
囲
に
タ
バ
コ
が

あ
る
環
境
で
は「
1
本
だ
け
」

の
誘
惑
が
依
存
を
再
燃
さ
せ

る
た
め
、本
人
だ
け
で
な
く

パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
も
一
緒

に
禁
煙
す
る
こ
と
が
理
想
で

あ
る
。禁
煙
支
援
で
は
、ま
ず

禁
煙
継
続
を
大
い
に
褒
め
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

こ
と
が
有
効
で
、母
体
と
胎

児
の
健
康
を
守
る
行
為
と
し

て
肯
定
的
に
扱
う
ほ
か
、精

神
的
な
支
え
や
信
念
に
訴
え

る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
併
用
し
て

当
事
者
の
決
意
を
後
押
し
す

る
。喫
煙
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
伝
え
た
後
に
は
必
ず

メ
リ
ッ
ト
を
示
し
て
フ
ォ

ロ
ー
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、本
人
の
健
康
回
復
・
美

容
・
家
計
改
善
・
子
ど
も
の
健

全
な
成
長
な
ど
の
具
体
的
利

点
を
示
し
て
禁
煙
の
利
益
を

実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

は
図
4
の
通
り
で
あ
る
。支

援
は
一
方
的
な
指
導
で
は
な

く
コ
ー
チ
ン
グ
を
取
り
入

れ
、オ
ー
プ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
で
本
人
に
考
え
さ
せ
自
己

導
出
し
た
答
え
を
尊
重
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。さ

ら
に
、禁
煙
が
辛
く
な
っ
た

と
き
の
た
め
に
禁
煙
サ
ポ
ー

タ
ー
を
確
保
し
、必
要
な
時

に
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
体

制
を
作
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ

る
。

　

妊
婦
歯
科
診
療
は
、妊
娠

中
の
歯
周
病
予
防
や
早
産
・

低
体
重
児
出
産
の
予
防
、そ

し
て
母
子
間
の
感
染
防
止
に

つ
な
が
り
、妊
婦
の
高
ま
っ

た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か

し
て
生
活
・
食
習
慣
を
改
善

で
き
る
。さ
ら
に
、禁
煙
支
援

や
再
喫
煙
防
止
を
定
期
健
診

の
場
で
継
続
的
に
提
供
し
、

子
ど
も
に
は
セ
ル
フ
ケ
ア
の

知
識
と
技
術
を
習
得
さ
せ
る

こ
と
で
、口
腔
機
能
や
矯
正

を
含
め
た
口
腔
内
環
境
を
整

え
、セ
ル
フ
ケ
ア
し
や
す
く

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

定
期
健
診
を
健
康
支
援
・
育

児
支
援
・
禁
煙
支
援
の
場
と

す
る
こ
と
で
妊
婦
と
の
信
頼

関
係
を
築
き
、家
族
全
体
の

健
康
と
幸
せ
を
歯
科
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
、将
来
的
に
は
歯

科
医
院
を
継
続
的
な
禁
煙
支

援
や
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。

医
科
歯
科
合
同
研
究
会〈
大
要
②
〉

妊
娠
期
か
ら
は
じ
め
る
親
子
予
防
歯
科

の
す
す
め

医
）緑
風
会
三
宅
ハ
ロ
ー
歯
科 

小
児
歯
科
・

矯
正
歯
科
院
長（
岡
山
市
）

岡
山
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授

講
師
　
滝
川
　
雅
之
　
先
生

●①

●②

●③

●④
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医
事
紛
争
事
例

医
事
紛
争
事
例

医
師
が
選
ん
だ

医
師
が
選
ん
だ

88

89

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を

願
い
抗
議
声
明
を
発
表 

　

協
会
は
12
月
25
日
、政
権

の「
核
保
有
発
言
」や「
非
核

三
原
則
」見
直
し
の
検
討
を

受
け
て
、抗
議
声
明
を
発
表

し
、内
閣
総
理
大
臣
、外
務
大

臣
、防
衛
大
臣
に
送
付
し
ま

し
た
。　

　

臨
時
国
会
で
、安
保
3
文

書
の
改
定
方
針
を
巡
り
、非

核
三
原
則
を
堅
持
す
る
か

ど
う
か
問
わ
れ
た
高
市
首

相
は
、そ
れ
に
つ
い
て
の
明

言
を
避
け
ま
し
た
。12
月
18

日
に
は
、政
権
の
安
全
保
障

政
策
担
当
者
は
、「
日
本
は
核

保
有
す
べ
き
」と
の
見
解
を

示
し
、こ
れ
に
つ
い
て
小
泉

防
衛
大
臣
は「
あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
排
除
せ
ず
検
討
と
議

論
を
す
る
こ
と
は
当
然
だ
」

と
擁
護
。木
原
稔
官
房
長
官

は
発
言
を
否
定
す
る
こ
と
な

く
、「
政
府
は
非
核
三
原
則
を

政
策
上
の
方
針
と
し
て
堅
持

し
て
い
る
」と
説
明
し
ま
し

た
。自
身
の
置
か
れ
た
立
場

と
責
任
を
わ
き
ま
え
な
い
要

職
者
に
よ
る
軽
率
な
発
言
、

態
度
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
市
首
相
は
就
任
前
か
ら

非
核
三
原
則
の
見
直
し
を
主

張
し
て
き
て
お
り
、ど
う
取

り
繕
っ
て
も
核
兵
器
の
持
ち

込
み
に
意
欲
的
で
あ
る
と
解

さ
れ
ま
す
。就
任
直
後
の
不

用
意
な
発
言
で
近
隣
国
と
の

間
に
摩
擦
が
生
じ
、経
済
に

も
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
連

の
発
言
は
、周
辺
国
の
武
力

強
化
の
口
実
と
な
る
だ
け
で

な
く
、国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
信
頼
を
損
な
う
も
の

で
す
。国
内
に
向
け
た
扇
動
・

ア
ピ
ー
ル
の
つ
も
り
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、核
兵
器
と
い

う
人
類
に
壊
滅
的
な
影
響
を

及
ぼ
す
武
器
に
関
わ
る
発
言

が
、他
国
と
の
関
係
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
想

像
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

政
権
そ
の
も
の
が
安
全
保
障

を
損
な
う
存
在
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

（
50
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

バ
イ
ク
を
運
転
中
の
交
通

事
故
で
当
該
患
者
が
時
間
外

に
来
院
。初
診
だ
っ
た
。頚

部
や
肩
、骨
盤
等
の
単
純
撮

影
検
査
を
実
施
し
た
。翌
日

に
改
め
て
整
形
外
科
を
受
診

し
て
、骨
盤
打
撲
と
診
断
。患

者
は
痛
み
が
治
ま
ら
な
い

た
め
、Ａ
医
療
機
関
に
転
院

し
て
通
院
を
継
続
し
て
い

ゆ
っ
く
り
飲
ま
せ
る
こ
と
ぐ

ら
い
し
か
し
て
い
な
か
っ

た
。ス
タ
ッ
フ
に
も
特
段
の

注
意
を
促
さ
ず
、血
液
検
査

も
事
前
に
し
て
い
な
か
っ

た
。ま
た
、検
査
技
師
は
検
査

中
に
誤
嚥
し
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
、も
っ
と
早
い
段

階
で
医
師
に
連
絡
を
し
、検

査
を
中
止
す
る
べ
き
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。な
お
、検
査
は
ほ

と
ん
ど
終
了
し
て
い
た
。患

者
は
強
度
の
精
神
疾
患
が
あ

り
精
神
薬
を
多
用
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、麻
酔
下
で
の
胃

カ
メ
ラ
検
査
の
実
施
は
逆
に

リ
ス
ク
が
高
い
。胃
透
視
検

査
自
体
に
は
適
応
が
あ
っ
た

と
判
断
で
き
る
。患
者
家
族

は
胃
透
視
検
査
を
す
る
こ
と

を
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
れ

ば
、過
去
に
誤
嚥
性
肺
炎
を

発
症
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

必
ず
拒
否
し
た
と
し
て
、説

明
義
務
違
反
に
つ
い
て
も
問

責
し
て
い
る
が
、胃
透
視
検

査
し
か
検
査
法
が
な
か
っ

た
の
で
、こ
の
点
に
つ
い
て

過
誤
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。事
後
処
置
に
つ
い
て
は
、

事
故
直
後
に
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
撮
り
、バ
イ
タ
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
を
す
べ
き
だ
っ
た

と
考
え
る
が
、実
施
し
て
い

な
か
っ
た
。

　

次
に
死
亡
と
の
因
果
関
係

で
あ
る
が
、Ａ
医
療
機
関
の

カ
ル
テ
に
入
院
後
に
改
め
て

誤
嚥
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、当
該
医
療
機
関
の
バ
リ

ウ
ム
に
よ
る
誤
嚥
と
死
亡
と

の
因
果
関
係
は
完
全
に
あ
る

れ
、排
尿
も
な
く
、絶
食
し
て

抗
生
剤
の
点
滴
を
施
行
し

た
。翌
日
に
は
さ
ら
に
状
態

が
悪
化
。酸
素
マ
ス
ク
を
着

用
、痰
吸
引
の
処
置
を
施
行

し
た
が
、そ
の
翌
日
に
死
亡

し
た
。死
因
は
誤
嚥
性
肺
炎

と
さ
れ
た
。

　

医
療
機
関
は
、患
者
が
誤

嚥
し
や
す
い
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、過
去
に
2
回
誤
嚥

歴
も
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重
に

胃
透
視
検
査
を
実
施
し
た
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、結
果
的

に
誤
嚥
性
肺
炎
と
な
っ
た
。

検
査
実
施
を
事
前
に
患
者
の

両
親
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た

の
は
説
明
義
務
違
反
に
当
た

る
と
し
て
一
部
過
誤
を
認
め

て
謝
罪
を
し
た
。な
お
、患
者

は
今
回
の
医
療
事
故
に
遭
遇

し
な
け
れ
ば
、余
命
は
一
般

と
変
わ
ら
な
い
程
度
に
生
き

ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

患
者
側
は
、賠
償
金
を
要

求
し
た
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で

約
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

ま
ず
、胃
透
視
検
査
の
適

応
に
つ
い
て
、医
療
機
関
側

は
、患
者
が
誤
嚥
し
や
す
い

状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、慎
重
に
検
査

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、実
際
に
は
、バ
リ
ウ
ム
を

（
30
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　

患
者
は
強
度
の
自
閉
症

で
、2
年
前
の
入
院
時
か
ら

肺
の
形
成
不
全
が
あ
り
、過

去
2
回
の
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

誤
嚥
歴
が
あ
っ
た
。基
礎
疾

患
と
し
て
、閉
塞
性
細
気
管

支
炎
が
あ
り
、感
染
症
予
防

の
た
め
に
常
時
抗
生
剤
の
服

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、抗

て
ん
か
ん
薬
を
は
じ
め
と
し

て
精
神
薬
の
服
用
が
必
要

で
胃
の
粘
膜
に
常
時
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
た
め
、今

回
、胃
透
視
検
査
を
施
行
し

た
。検
査
終
了
直
後
に
検
査

技
師
か
ら
両
気
管
支
に
バ
リ

ウ
ム
が
流
入
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
要
観
察
と
し
た
。こ

の
時
点
で
は
顔
色
や
呼
吸
に

異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。と
こ
ろ
が
3
時
間
後
に

身
体
全
体
に
震
え
が
生
じ
顔

色
も
悪
化
。検
査
の
結
果
、血

圧
1
2
4
／
72
、脈
拍
90
、体

温
37
・
6
℃
で
あ
っ
た
。他
の

Ａ
医
療
機
関
を
受
診
し
た
結

果
、肺
炎
治
療
が
必
要
と
判

断
さ
れ
、そ
の
ま
ま
Ａ
医
療

機
関
に
入
院
と
な
っ
た
。食

事
は
経
口
摂
取
だ
っ
た
が
、

38
℃
台
の
発
熱
が
認
め
ら

と
は
言
え
な
い
。た
だ
し
、当

該
医
療
機
関
で
誤
嚥
し
た
こ

と
に
よ
り
、患
者
の
体
力
が

極
端
に
落
ち
て
、再
度
誤
嚥

し
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い

た
こ
と
は
推
測
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、死
亡
と
の
因

果
関
係
も
若
干
は
認
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。最
後
ま
で

Ａ
医
療
機
関
で
の
患
者
の
様

子
が
不
明
で
あ
り
、死
亡
と

の
因
果
関
係
が
明
確
に
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、当
該
医
療

機
関
が
Ａ
医
療
機
関
を
巻
き

込
み
た
く
な
い
と
の
意
向
か

ら
、当
該
医
療
機
関
の
み
で

示
談
し
た
。

〈
結
果
〉

　

医
療
機
関
側
が
過
誤
を
認

め
る
と
同
時
に
、死
亡
と
の

因
果
関
係
に
つ
い
て
も
一
部

容
認
し
て
、賠
償
金
を
支
払

い
示
談
し
た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第

3
0
4
2
号（
2
0
1
9
年

1
月
25
日
）よ
り

　健康保険給付には、出産のため仕事を休んだ間の収入補償として給付される「出産手当金」、病
気やケガで働けない期間の収入補償として給付される「傷病手当金」があります。これらの手当
については、仕事を休むことで経済的な不安をかかえる職員から「どのくらいもらえるのか？」
と聞かれることが多いかと思います。当然、手当金の支給判断・支給期間・支給金額について、使
用者が決定するものではありませんので金額に関して保証できませんが、参考に金額を計算す
ることは可能です。ただし、良かれと思って計算した金額が間違ったっていた場合、後々トラブ
ルになることもあります。特に入職後間もない職員の場合、金額算出の基となる「日額計算」につ
いては注意しなければならない点があります。今回は加入保険が協会けんぽとしてご説明させ
ていただきます。
【日額の算出の基本ルール】
　出産手当金・傷病手当金の日額は、原則として次の式で計算されます。
　①支給開始日以前の継続した12か月間の標準報酬月額の平均額 ÷ 30日 × 2／3
　※ただし、入職後間もない場合は12か月分の平均が算出できません。
【入職後間もない場合の計算方法】
　支給開始日以前の期間が12か月に満たないときは、以下の①②いずれか低い方が日額計算の
基礎になります。
　①支給開始日の属する月以前の継続した各月の標準報酬月額の平均額
　※実際に在籍していた期間の標準報酬月額の平均額
　②標準報酬月額の平均額（支給開始日が2025（令和7）年4月1日以降の方について32万円）
　※当該年度の前年度9月30日における全被保険者の同月の標準報酬月額を平均した額
その為、中途採用者等で給与が標準報酬月額より高い職員が入職後間もなく産休や休職に入る
場合は本人が思っているより給付される金額が少なくなります。入職後間もない場合の計算方
法を用いて計算しなかった場合での金額を職員に伝えた場合は、その金額は間違えとなります
のでご注意ください。
　　（例）入職後1ヶ月で休職した場合の傷病手当金日額の計算
　　入職時の平均標準報酬月額410千円
　　①410，000円÷30日×2/3≒9，113円
　　②320，000円÷30日×2/3≒7，113円
　　�※標準報酬月額が低い②で計算をいたします。参考に①を計算した場合との差額は、日額

2，000円の差が生じます。
　入職後間もない職員の出産手当金や傷病手当金は、標準報酬月額が高ければ高いほど本人が
思っているより日額が低くなることを覚えておいてください。

特定社会保険労務士　白鷺克憲

出産手当金及び傷病手当金の日額計算をする場合の注意点

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から採用・退職まで面接・雇用から採用・退職まで◯213◯213

　雇用問題等に関するご質問・ご意見、読まれてのご感想等をお寄せ下さい。また、白鷺先生への労
務相談も受け付けています（8面に掲載）。詳しくは協会までご連絡ください。

（
7
面
7
段
目
に
続
く
）

死
亡
に
至
っ
た

死
亡
に
至
っ
た

誤
嚥
性
肺
炎

誤
嚥
性
肺
炎

賠
償
責
任
の
な
い

賠
償
責
任
の
な
い

二
重
の
誤
診

二
重
の
誤
診
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た
が
、5
カ
月
後
に
そ
こ
で

右
側
骨
盤
の
骨
折
が
認
め
ら

れ
、当
時
の
交
通
事
故
に
よ

る
も
の
と
診
断
さ
れ
た
。患

者
は
後
遺
障
害
第
12
級
13
号

「
局
部
に
頑
固
な
神
経
症
状

を
残
す
も
の
」が
認
定
さ
れ

て
お
り
、交
通
事
故
の
示
談

は
終
了
し
て
い
た
。

　

患
者
側
は
、レ
ン
ト
ゲ
ン

フ
ィ
ル
ム
で
骨
盤
骨
折
を
見

落
と
し
た
と
し
て
賠
償
を
請

求
し
て
き
た
。

　

医
療
機
関
は
、患
者
側
に

骨
折
の
見
落
と
し
は
事
実
で

あ
っ
た
と
し
て
過
誤
を
い
っ

た
ん
は
認
め
、Ａ
医
療
機
関

の
診
断
と
同
様
に
、交
通
事

故
に
よ
る
骨
盤
骨
折
と
診
断

し
た
が
、当
該
医
師
が
退
職

後
、後
任
の
医
師
が
検
討
し

た
以
下
の
点
か
ら
賠
償
責
任

は
な
い
と
考
え
た
。

　

①
交
通
事
故
当
時
の
当
該

医
療
機
関
の
フ
ィ
ル
ム
を

見
る
限
り
、骨
盤
骨
折
と
診

断
さ
れ
た
も
の
は
、実
際
は

陳
旧
性
、あ
る
い
は
骨
折
で

な
い
可
能
性
が
あ
る
。し
た

が
っ
て
、当
該
医
師
が
交
通

事
故
に
よ
る
骨
盤
骨
折
と
診

断
し
た
の
は
誤
り
の
可
能
性

が
あ
る
。

　

②
こ
の
骨
盤「
骨
折
」が
、

仮
に
見
落
と
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、痛
み
の
余
分
な
持
続

や
後
遺
障
害
を
含
め
、患
者

に
新
た
な
損
害
は
認
め
難

い
。し
た
が
っ
て
、仮
に
①
が

否
定
さ
れ
て
も
、患
者
に
賠

償
す
る
要
因
が
な
い
。

　

③
患
者
は
す
で
に
骨
盤

「
骨
折
」に
関
し
て
も
、交
通

事
故
の
保
険
で
賠
償
さ
れ
て

い
る
。し
た
が
っ
て
、こ
れ
以

上
、患
者
が
賠
償
さ
れ
る
理

由
は
な
い
。

　

紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で

約
1
年
8
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を

確
認
し
た
が
、右
骨
盤
臼
蓋

部
の
幅
約
2
㎜
の
線
状
の
骨

融
解
像
は
、骨
化
不
全
に
よ

る
も
の
。こ
れ
は
、医
療
機
関

の
主
張
①
の
通
り
、仮
に
骨

盤
骨
折
と
し
て
も
、陳
旧
性

の
も
の
と
し
て
も
、い
ず
れ

に
せ
よ
交
通
事
故
に
よ
る
外

傷
性
の
骨
折
で
は
な
い
と

診
断
し
て
よ
い
。②
③
に
関

し
て
も
患
者
が
反
論
で
き
る

要
素
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

骨
盤
骨
折
に
関
し
て
、骨
折

の
事
実
、さ
ら
に
交
通
事
故

と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
、

二
重
に
誤
診
し
た
事
実
は
あ

る
が
、賠
償
責
任
に
関
わ
る

も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ

た
。

〈
結
果
〉

　

患
者
側
へ
改
め
て
医
学
的

説
明
を
行
っ
た
結
果
、患
者

側
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
途
絶

え
て
久
し
く
な
っ
た
た
め
、

立
ち
消
え
解
決
と
み
な
さ
れ

た
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
第

3
0
4
3
号（
2
0
1
9
年

2
月
10
日
）よ
り

命の海を

原発よりも
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■
性
能
を
整
え
る
こ
と

は“
健
康
の
基
盤
”に
な

る
　

多
く
の
日
本
の
家
と
同
じ

く
、断
熱
性
能
が
ゼ
ロ
だ
っ

た
建
物
に
、断
熱
材
を
入
れ
、

ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
を
設
置

し
、す
き
間
と
い
う
す
き
間

を
ふ
さ
ぎ
、気
密
性
も
向
上

さ
せ
る
。

　

住
宅
の
基
礎
性
能
を
徹
底

的
に
高
め
た
こ
と
で
、消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
般
家
庭
の

半
分
以
下
に
な
っ
た
。そ
こ

に
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
・
太

陽
熱
温
水
器
・
薪
ボ
イ
ラ
ー
・

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、再
エ
ネ
1
0
0
％
の

暮
ら
し
が
実
現
し
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は「
健

康
」と
の
関
係
だ
。Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

就
寝
時
も
含
め
、健
康
的
な

生
活
を
送
る
に
は
室
温
が

18
℃
以
上
あ
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
。だ
が
、日
本
で
は

約
9
割
の
家
庭
が
こ
の
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。背
景

に
は
暖
房
不
足
で
は
な
く
、

住
宅
の
断
熱
・
気
密
性
能
の

低
さ
が
あ
る
。

　

ほ
く
ほ
く
で
は
真
冬
で
も

家
中
24
時
間
20
℃
以
上
を
保

つ
。改
修
前
の
夏
は
、標
高

6
0
0
ｍ
で
も
室
温
が
35
℃

を
超
え
る
よ
う
な
家
だ
っ
た

が
、い
ま
は
6
畳
用
エ
ア
コ

ン
1
台
で
約
30
畳
の
家
全
体

を
涼
し
く
、快
適
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

断
熱
・
気
密
性
能
を
高
め

る
こ
と
を
医
学
に
た
と
え
れ

ば
、既
存
住
宅
で
は「
根
本
治

療
」、新
築
で
は「
予
防
医
学
」

に
あ
た
る
。建
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
減
ら
す
こ
と

で
、社
会
全
体
の
発
電
量
も

下
が
り
、結
果
と
し
て
原
発

や
化
石
燃
料
へ
の
依
存
低
減

に
つ
な
が
る
。医
療
で
い
え

ば「
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ

と
」に
似
て
い
る
。

■
普
及
活
動
と
い
う
次

の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ほ
く
ほ
く
に
は
毎
年

1
0
0
人
以
上
が
訪
れ
る
。

　

当
初
は
環
境
問
題
や
エ
コ

ハ
ウ
ス
に
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
勉
強
会
を
開
い
て
い

た
が
、訪
れ
る
人
の
多
く
が

遠
方
で
、地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
に
つ
な
が
り
に
く
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
地
元
の
方
向
け
の

会
を
増
や
し
、建
築
を
学
ぶ

学
生
や
、暮
ら
し
の
中〝
住
ま

い
の
エ
コ
化
〟を
実
践
し
た

い
人
に
も
対
象
を
広
げ
た
。

総
合
学
習
で
小
学
生
50
人
が

訪
れ
た
日
も
あ
る
し
、泊
ま

り
が
け
で
来
る
ゲ
ス
ト
に
、

薪
ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
た
ピ
ザ

な
ど
を
振
る
舞
う
こ
と
も
あ

る
。

　

一
生
懸
命
か
つ
た
の
し
く

取
り
組
ん
で
い
た
ら
、最
近

で
は
斎
藤
さ
ん
だ
け
で
な
く

私
に
も
講
演
依
頼
が
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

活
動
を
続
け
る
に
は
、〝
自

分
自
身
も
楽
し
む
〟こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。ほ
く
ほ
く
を

通
じ
て
趣
味
と
な
っ
た
山
登

り
や
マ
ラ
ソ
ン
に
興
味
の
あ

る
人
を
招
い
た
り
、食
事
会

を
開
い
た
り
し
な
が
ら
、多

様
な
人
に
ほ
く
ほ
く
の
快
適

さ
を
体
感
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。私
の
料
理
レ
パ
ー
ト

リ
ー
も
だ
い
ぶ
広
が
っ
た
。

エ
コ
体
験
の
爽
快
さ
と
楽
し

さ
こ
そ
が
、住
ま
い
の
価
値

を
実
感
す
る
も
っ
と
も
確
か

な
入
口
だ
と
感
じ
て
い
る
。

■
原
発
へ
の
向
き
合
い

方
―
反
対
を
叫
ぶ
よ

り
、選
択
肢
を
増
や
す

　

ほ
く
ほ
く
の
活
動
で
は
あ

え
て
強
く
原
発
反
対
を
主
張

し
て
い
な
い
。と
い
う
の
も
、

反
対
を
唱
え
る
前
に「
す
で

に
選
べ
る
選
択
肢
」が
あ
る

か
ら
だ
。原
発
由
来
の
電
気

を
避
け
た
い
人
に
は
、自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
会
社
を
選

ぶ
方
法
が
あ
る
し
、さ
ら
に
、

ほ
く
ほ
く
の
よ
う
に〝
そ
も

そ
も
電
気
を
あ
ま
り
買
わ
ず

に
暮
ら
す
〟と
い
う
道
も
あ

る
。

　

私
た
ち
は
、電
気
に
支
配

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、自
分

た
ち
の
暮
ら
し
を
自
分
た
ち

で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。ほ

く
ほ
く
は
、そ
の
感
覚
を
体

験
で
き
る
場
所
だ
。

■
お
わ
り
に

　

ほ
く
ほ
く
の
暮
ら
し
は
、

再
エ
ネ
1
0
0
％
で
あ
る
以

前
に
、と
に
か
く「
身
体
が
ラ

ク
」で「
気
持
ち
が
ラ
ク
」な

暮
ら
し
だ
。そ
し
て
、光
熱
費

も
ゼ
ロ
円
で
、懐
に
も
優
し

い
。健
康
と
住
ま
い
、そ
し
て

社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り

方
は
一
本
の
線
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

も
し
機
会
が
あ
れ
ば
真
冬

や
真
夏
に
ほ
く
ほ
く
を
訪

れ
、〝
快
適
さ
が
社
会
を
変
え

る
〟と
い
う
感
覚
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、医
療

の
専
門
家
と
し
て
の
視
点
か

ら
、暮
ら
し
と
健
康
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
、私
た
ち
の
活
動
の
大
き

な
支
え
に
な
る
。も
し
そ
ん

な
機
会
が
あ
れ
ば
、心
も
体

も
ほ
く
ほ
く
あ
た
た
ま
る
よ

う
に
、心
づ
く
し
の
手
料
理

で
迎
え
た
い
。

詳しくは公式サイト 
『八ヶ岳エコハウス「ほくほく」』へ
https://ecohoku.com/

電
気
に
支
配
さ
れ
な
い
暮
ら
し（
下
）

八
ヶ
岳
エ
コ
ハ
ウ
ス「
ほ
く
ほ
く
」事
務
局

チ
リ
ウ
ヒ
ー
タ
ー
株
式
会
社 

取
締
役
副
社
長

川
合
　
英
二
郎

相談会

（
6
面
最
下
段
続
き
）
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7
25

8
25

　

2
0
2
5
年
12
月
21
日

（
日
）、第
25
期
第
7
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の

報
告
】

・
第
25
期
第
6
回
理
事
会
の

決
定
事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内

容
、報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事

の
参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現

勢
の
報
告
。

・
診
療
報
酬
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
談
話
発
表
を
報

告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ

い
て

・
2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬

改
定
、健
康
保
険
証
復
活
、薬

の
保
険
外
し
や
高
額
療
養
費

制
度
見
直
し
等
患
者
負
担
増

ス
ト
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

・
保
険
証
復
活
を
求
め
る
署

名
の
推
進
。街
頭
宣
伝
実
施

を
報
告
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
討
議
、

決
定
。

・
広
島
市
の
こ
ど
も
医
療
費

補
助
制
度
に
つ
い
て
、広
島

市
及
び
市
議
会
へ
の
要
請
、

意
見
発
表
を
決
定
。

②
共
済

・
休
保
制
度
給
付
金
請
求
審

査
。

・
保
険
医
厚
生
会
グ
ル
ー
プ

保
険
の
次
年
度
シ
ェ
ア
、配

当
金
処
理
に
つ
い
て
確
認
。

③
総
務
・
財
政

・
保
団
連
定
期
大
会
議
案
討

議
。次
年
度
代
議
員
の
決
定
。

・
第
50
回
定
期
総
会
日
程
を

討
議
、決
定
。

④
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑤
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等

を
確
認
。

⑥
そ
の
他

・
参
加
団
体
の
活
動
ニ
ュ
ー

ス
を
紹
介
。

勢
の
報
告
。

・
核
保
有
発
言
へ
の
抗
議
声

明
、医
療
機
関
へ
の
財
政
措

置
実
施
要
請
に
つ
い
て
報

告
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ

い
て

・
衆
議
院
選
挙
に
あ
た
り
、声

明
の
発
表
を
決
定
。

・
2
0
2
6
年
度
診
療
報
酬

改
定
、健
康
保
険
証
復
活
、薬

の
保
険
外
し
や
高
額
療
養
費

制
度
見
直
し
等
患
者
負
担
増

ス
ト
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
。

・
保
険
証
復
活
を
求
め
る
署

名
の
推
進
。

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
の
事
業

者
提
案
を
検
討
。

・
歯
科
活
動
報
告
と
今
後
の

行
事
計
画
に
つ
い
て
討
議
、

決
定
。

②
広
報
文
化

・
広
島
保
険
医
新
聞
企
画
案
、

主
張
テ
ー
マ
を
討
議
、決
定
。

③
共
済

・
休
保
制
度
給
付
金
請
求
審

査
。

④
総
務
・
財
政

・
第
50
回
定
期
総
会
記
念
講

演
に
つ
い
て
討
議
。

・
会
費
納
入
状
況
に
つ
い
て

報
告
。

⑤
行
事
・
会
議
予
定

・
行
事
企
画
日
程
等
の
確
認
。

⑥
保
団
連
等
行
事
予
定

・
各
行
事
の
日
程
、出
席
者
等

を
確
認
。

⑦
そ
の
他

　

2
0
2
6
年
1
月
20
日

（
火
）、第
25
期
第
8
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

【
主
な
協
会
会
議
、行
事
等
の

報
告
】

・
第
25
期
第
7
回
理
事
会
の

決
定
事
項
の
確
認
。

・
協
会
行
事
、諸
会
議
討
議
内

容
、報
告
事
項
の
確
認
。

・
保
団
連
関
係
・
そ
の
他
行
事

の
参
加
報
告
。

・
新
聞
発
行
、共
済
、組
織
現

口座振替
の

お知らせ
（11月予定）

2月16日（月） 会費　開業会員15,000円勤務医12,000円（ただし1～3月分）

2月24日（火） 厚生会グループ保険3月分保険料

2月26日（木） 保険医年金・休保制度3月分保険料
■2月16日は会費（1～3月分）の引き去り日です。
口座残高にご注意下さい。

　

10
年
に
一
度
の
大
寒
波

が
直
撃
し
、高
速
道
路
で
は

3
0
0
0
台
以
上
の
立
ち
往

生
が
発
生
し
た
。冬
用
タ
イ

ヤ
を
装
着
し
て
い
な
い
の
が

大
き
な
原
因
と
言
わ
れ
て
い

る
。西
日
本
の
場
合
、何
回
か

の
降
雪
の
た
め
に
冬
用
タ
イ

ヤ
を
購
入
、装
着
す
る
こ
と

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ

る
。し
か
し
、雪
国
育
ち
の
も

の
に
と
っ
て
は
ご
く
普
通
の

こ
と
で
あ
る
。そ
れ
は
冬
用

タ
イ
ヤ
未
装
着
に
よ
る
危
険

性
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る

か
ら
だ
。何
事
に
も
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重
要
で
あ

る
。�

（
な
ま
は
げ
）

編
集
後
記

広島県保険医協会
旧Twitter

＠hokeni_info

広島保険医新聞
への投稿、新聞
紙面へのご意見
をお寄せください。写真や絵
画など、作品の画像も募集し
ています。
https://tinyurl.com/27gfv9kq

広島保険医新聞
投稿・ご意見フォーム

訪問診療を安全に行うためのヒント
 ～ヒヤッとしないために～

三原赤十字病院と三菱三原病院の統合
～公的病院と民間病院の統合について

講師：深山　治久　先生
　　　�東京医科歯科大学（現・東京科学大

学）名誉教授

日時：3月15日（日）10：00～11：30
　　　�※要事前申込（締切3月11日（水））
ZOOMアプリ（無料）を使用したオンライ

ンセミナーです。

詳細は別途、郵送でご案内します。

講師：寺面　和史　先生
　　　�三原赤十字病院　統括管理監兼消化

器センター長
日時：2月28日（土）16：30～18：00
場所：�広島グランドインテリジェントホテ

ル2F「芙蓉」
オンライン（ZOOM）でもご参加いただける

ハイブリッドセミナーです。※要事前申込

会員の先生方には案内を郵送しています。

　歯科臨床研究会　　地域医療研究会　


